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「
自
立
」
と
「
協
力
」
の
も
と
に
集
え

ク
リ
ト
リ
ス
は
ア
ナ
ー
キ
ス
ト
で
あ
る
！

カ
ト
リ
ー
ヌ
・
マ
ラ
ブ
ー

『
抹
消
さ
れ
た
快
楽
　
ク
リ
ト
リ
ス
と
思
考
』
よ
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記事・担当 パノプティコンの真ん中にいる人

「大阪大学を畑にする会」会長二代目に
　
六
月
六
日
深
夜
、「
大
阪
大
学
を
畑

に
す
る
会
」、
通
称
「
學
畠
会
」
に
よ

る
「
新
歓
」
活
動
が
阪
大
豊
中
キ
ャ
ン

パ
ス
に
て
行
わ
れ
た
。
活
動
は
、
サ
ー

ク
ル
棟
「
明
道
館
」
を
占
拠
し
て
の
鍋

に
始
ま
っ
た
。
そ
の
後
、
構
内
で
の
勝

手
耕
作
が
行
わ
れ
、
最
後
に
は
次
期
会

長
の
「
選
挙
」
が
開
か
れ
た
。（
参
加

者
全
員
が
強
制
参
加
の
）
選
挙
演
説
と

投
票
の
結
果
、
創
立
時
か
ら
の
会
長
で

あ
っ
た
「
柊
社
会
」
氏
に
代
わ
り
、「
中

尾
バ
チ
コ
イ
」
氏
が
代
表
と
し
て
選
ば

れ
た
。
中
尾
氏
は
、
今
後
の
指
針
に
つ

い
て
「
中
道
的
で
、
思
想
に
よ
る
別
け

隔
て
の
な
い
活
動
を
し
て
い
き
た
い
」

と
語
っ
て
い
る
。

　
二
〇
二
二
年
一
一
月
に
結
成
さ
れ
た

學
畠
会
は
、
コ
ロ
ナ
禍
以
降
の
阪
大
で

は
最
大
か
つ
ほ
ぼ
唯
一
の
「
反
体
制
」

団
体
で
あ
る
。
筆
者
は
六
日
の
活
動
後

に
、
前
・
現
会
長
へ
の
取
材
を
行
っ
た
。

「
東
大
だ
め
ラ
イ
フ
」
や
「
九
大
だ
め

ラ
イ
フ
」
も
そ
の
活
動
を
参
照
し
た
と

言
わ
れ
、
全
国
的
な
知
名
度
も
有
す
る

当
会
、
そ
の
歴
史
と
思
想
に
迫
る
。

　「
學
畠
会
」
は
結
成
時
か
ら
、
そ
の
名
の
通
り

キ
ャ
ン
パ
ス
内
で
の
勝
手
耕
作
が
メ
イ
ン
の
活
動

で
あ
っ
た
。
昨
年
春
頃
か
ら
は
、
当
局
が
耕
作
地

の
封
鎖
や
、
会
長
の
呼
び
出
し
な
ど
の
規
制
を
行

う
よ
う
に
な
っ
た
。
し
か
し
、
会
は
盆
休
み
の
隙

を
狙
っ
た
「
奪
還
」
や
、
耕
作
地
の
移
動
な
ど
に

よ
り
対
応
し
、
い
た
ち
ご
っ
こ
の
状
態
が
今
に
至

る
ま
で
続
い
て
い
る
。

　
会
の
規
模
の
拡
大
も
あ
り
、
昨
年
春
頃
か
ら
は

他
の
活
動
も
展
開
さ
れ
る
。
六
月
に
は
、
キ
ャ
ン

パ
ス
の
竹
を
切
り
、
流
し
そ
う
め
ん
を
行
っ
た
。

こ
こ
に
は
学
生
の
み
な
ら
ず
近
隣
の
親
子
連
れ
も

訪
れ
た
。

　
さ
ら
に
同
月
に
は
「
ギ
ャ
ラ
リ
ー
闘
争
」
も
展

開
さ
れ
た
。
こ
れ
は
、
同
年
四
月
に
人
材
派
遣
会

社
レ
バ
レ
ッ
ジ
が
ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
を
取
得
し

た
法
経
講
義
棟
・
大
講
義
室
に
、
学
生
製
作
の

芸
術
作
品
を
展
示
し
講
義
室
を
「
ビ
ジ
ュ
ア
ル

ジ
ャ
ッ
ク
」
し
よ
う
と
試
み
る
も
の
で
あ
っ
た
。

た
だ
、「
警
察
に
通
報
す
る
」
と
告
知
す
る
ほ
ど

の
教
務
課
の
強
硬
姿
勢
も
あ
り
、
七
月
に
は
こ
の

「
闘
争
」
は
沈
静
化
し
た
。

　
同
年
八
月
に
は
「
遊
泳
禁
止
」
と
さ
れ
た
豊
中

キ
ャ
ン
パ
ス
の
「
中
山
池
」
に
お
い
て
、竹
で
作
っ

勝
手
耕
作
か
ら
始
ま
り

多
角
化
と
先
鋭
化
へ

▲「中山池」にて舟に乗る会員

「
カ
ル
ト
で
も

左
翼
で
も
な
い
」

「
學
畠
会
」
の
特
徴
は
、「
党
派
性
」
を
排
そ
う

と
し
て
い
る
と
こ
ろ
に
あ
る
。
会
は
自
ら
を
「
カ

ル
ト
で
も
左
翼
で
も
な
い
、
全
く
新
し
い
破
壊
的

危
険
思
想
」
と
位
置
づ
け
て
い
る
。

　
で
は
、
会
の
「
思
想
」
と
は
何
な
の
か
。
そ
れ

は
「
学
生
自
治
」
の
希
求
で
あ
る
。
そ
れ
を
示
す

よ
う
に
、
会
は
学
外
の
イ
シ
ュ
ー
に
つ
い
て
の
活

動
・
意
見
表
明
を
行
っ
て
い
な
い
。
次
期
会
長
の

中
尾
氏
も
、「『
中
道
』
を
目
指
す
」
と
表
明
し
て

お
り
、
學
畠
会
の
「
無
党
派
」
性
は
今
後
も
存
続

す
る
だ
ろ
う
。「
中
立
的
反
体
制
団
体
」
を
標
榜

す
る
ユ
ニ
ー
ク
な
學
畠
会
、
今
後
の
活
動
が
期
待

さ
れ
る
。

阪大「夏まつり」突然の中止

　
大
阪
大
学
外
国
語
学

部
と
人
文
学
研
究
科
の

一
部
が
入
る
箕
面
キ
ャ

ン
パ
ス
に
て
七
月
六
日

に
開
催
予
定
だ
っ
た
学

祭
「
夏
ま
つ
り
」
に
つ

い
て
、
開
催
ま
で
一
ヶ

月
を
切
っ
た
先
月
七

日
、
突
如
と
し
て
中
止

が
発
表
さ
れ
た
。
理
由

は
「
夏
ま
つ
り
」
実
行

委
員
会
が
今
年
五
月
に

開
い
た
新
歓
に
お
け
る

未
成
年
飲
酒
が
発
覚

し
、
大
学
側
が
委
員
会

に
活
動
停
止
処
分
を
下

し
た
こ
と
と
さ
れ
た
。

　
中
止
発
表
の
前
日
六

月
六
日
に
は
、
夏
ま
つ

自主学祭
開催へ

▼「夏まつり」会場の大阪大学・箕面キャンパス

た
舟
に
乗
り
、「
池
を
返
せ
」
と
い
う
横
断
幕
を

掲
げ
て
の
航
行
を
行
っ
た
。

　
そ
の
後
の
会
に
よ
る
耕
作
以
外
の
活
動
は
、
会

が
当
局
の
言
い
な
り
で
あ
る
「
御
用
組
合
」
と
位

置
づ
け
る
大
学
祭
中
央
委
員
会
（
通
称
：
中
実
）

へ
の
抵
抗
に
シ
フ
ト
す
る
。
同
年
十
一
月
の
学
祭

「
ま
ち
か
ね
祭
」
で
は
、
勝
手
喫
煙
所
の
設
置
や
、

『
ひ
ぐ
ら
し
の
な
く
頃
に
』
上
映
会
を
行
う
な
ど

の
無
許
可
出
展
を
行
っ
て
い
る
。

　
今
年
に
入
り
往
年
の
勢
い
は
失
わ
れ
た
も
の

の
、
昨
年
十
二
月
に
は
豊
中
キ
ャ
ン
パ
ス
石
橋
門

歴
史
と
思
想
に
迫
る

前
の
「
大
阪
大
学
」
と
書
か
れ
た
石
碑

に
勝
手
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
を
施
し
、

今
年
四
月
に
は
、D

M

を
送
っ
た
新

入
生
の
家
に
押
し
か
け
る
「
逆
自
宅
新

歓
」
を
一
軒
の
み
で
あ
る
が
実
施
す
る

な
ど
の
活
動
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、

今
後
に
つ
い
て
、
次
期
会
長
の
中
尾
氏

は
、「
長
期
的
な
会
の
存
続
を
見
据
え
、

近
隣
の
子
ど
も
を
懐
柔
す
る
活
動
を
し
て
い
き
た

い
」
と
述
べ
て
い
る
。
ま
た
、
中
尾
氏
は
「
大
衆

酒
場
」
に
も
意
欲
的
で
あ
る
。

り
公
式H

P

・SN
S

が
削
除
さ
れ
て
い

る
こ
と
が
判
明
し
、
出
展
者
の
間
に

「
何
が
あ
っ
た
の
か
」
と
い
う
混
乱
が

広
が
っ
て
お
り
、
発
表
は
そ
の
後
の
も

の
と
な
っ
た
。
さ
ら
に
、大
学
側
に
も
、

「
処
分
が
重
す
ぎ
る
の
で
は
」「
な
ぜ
関

係
な
い
出
展
者
が
割
り
を
食
う
こ
と
に

な
る
の
か
」
と
い
う
非
難
が
集
ま
っ
て

い
る
。

　
な
お
、「
夏
ま
つ
り
」
の
代
替
を
目

指
す
、
筆
者
提
唱
の
自
主
学
祭
「
個
人

夏
祭
り
」
が
同
日
箕
面
キ
ャ
ン
パ
ス
付
近
で
開
催
さ
れ
る
。「
個
々

の
個
人
・
団
体
の
イ
ベ
ン
ト
が
『
た
ま
た
ま
』
日
時
・
場
所
が
被
っ

た
」
と
い
う
建
て
付
け
で
行
わ
れ
る
。
古
本
販
売
や
ス
ー
パ
ー
ボ
ー

ル
す
く
い
、
盆
踊
り
な
ど
の
企
画
に
加
え
、「
本
の
書
き
出
し
カ
ル

タ
」
や
「
蒐
集
し
た
石
の
販
売
」
な
ど
ユ
ニ
ー
ク
な
企
画
も
あ
る
た

め
、
ぜ
ひ
足
を
運
ん
で
ほ
し
い
。


